


































































養護教諭養成課程学生と川野・桑原 (2012)の報告と比較対照した考察を加える (1)~ (3) 
の項目。なお、本研究では、調査協力者に養護教諭養成課程専攻科1，2年生を加え、本科1，
2年生と比較対照した検討を加える)。つぎに、調査2では、幼稚園教諭養成課程の学生の職























①調査協力者 :A短期大学の幼稚園教諭養成課程に在籍する 160人(1年生:83人、 2年
生77人)。②実施期間:平成24(2012)年7月中旬。その他は、調査1と同様である。






表 1-1 調査1の質問項目の概要 表 1-2 調査2の質問項目の概要
質問項目番号 質問項目カテゴリー 質問項目散 質問方法 質問項目番号 質問項目目カテゴリー
(1) 養護輔粗描してい碑由 10 4件法 (1) 保育者を目指している理由
(目 葺護韓論町職i覇について重視したいこと 10 4件法 (2) 保育者の職務について重視したいこと
(司 画くときに大切にしたいこと 9 4件法 (3) 働くときに太切にしたいこと
(唱 醐ーきたい醐 12 選鵬 (4) 一番働きたい職場
(日 保育者慢のイメージ 3 4件法 (5) 保育者像のイメージ
IV.調査 1の結果と考察
















三者とも示した (80.33%:本科、 74.07%:専攻科、 72%: )1[野・桑原 (2012))。
χ2検定を、 4件法の f4:当てはまる」と、それ以外の f3:やや当てはまる」、 f2:あま
り当てはまらない」、 f1:当てはまらないJ)において行った。本科では、「②評価しないとこ
ろは2(1) = 30.67)、「③仕事内容への興味関心J(χ2 (1) = 10.75)、「⑤気持ちを理解し
支えたいJ(χ2 (1) = 36.80)、「⑥心身の健康を守りたいJ(χ2 (1) =24.19)、「⑨好きにな
れなかったJ(χ2 (1) = 80.05)、「⑩給料の安定J(χ2 (1) = 37.71)において、 p<0.01で
有意であった。また、「④学校現場で働きたいJ(χ2 (1) = 3.87)において、 p<0.05で有意
であった。専攻科では②評価しないところJ(χ2 (1) = 23.18)、「⑤気持ちを理解し支え
たいJ(χ2 (1) = 23.17)、「⑦気持ちを理解するのが得意J(χ2 (1) = 6.72)、「⑧医療福祉
への興味J(χ2 (1) = 49.53)、「⑨好きになれなかったJ(χ2 (1) = 100.00)、「⑩給料の安
定J(χ2 (1) = 72.56)において、 p<0.01で有意であった。専攻科では、支援に関しての理
解が進んでいることが示唆される。
川野・桑原 (2012)では、「②評価しないところJ(χ2 (1) =31.36)、「⑤気持ちを理解し
支えたいJ(χ2 (1) = 19.36)、「⑥心身の健康を守りたいJ(χ2 (1) = 12.96)、「⑧医療福祉
への興味J(χ2 (1) = 10.24)、「⑨好きになれなかったJ(χ2 (1) = 67.24)、「⑩給料の安定」





































科、 96.30%:専攻科、 84%: )1[野・桑原 (2012))。
χ2検定を、 4件法の 14:当てはまる」と、それ以外の 13:やや当てはまる」、 12:あま
り当てはまらない」、 11:当てはまらないJ)において行った。本科では、「①ヘルスカウンセ
リングJ(χ2 (1) = 40.88)、「②健康に関することJ(χ2 (1) = 19.59)、「③不登校への対
応J(χ2 (1) = 38.81)、「④コミュニケー ションJ(χ2 (1) = 64.51)、「⑤緊急処置J(χ2 (1) 
= 1.30)、「⑦安全点検や情報収集J(χ2 (1) = 8.23)、「⑩雰囲気の良い保健室づくりJ(χ2 
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χ2検定を、 4件法の 14:当てはまる」と、それ以外の 13:やや当てはまる」、 12:あま
り当てはまらない」、 1:当てはまらないJ)において行った。本科では、「①コミュニケーショ
ン能力J(χ2 (1) = 54.43)， 1②関係機関との連携J(χ2 (1) = 56.85)、「③愛情と優しさJ (χ 
(1)ニ 72.66)、「④プライバシーの保護J(χ2 (1) = 21.07)、「⑤平等な対応J(χ2(1)ニ52.04)、
「⑥自己管理J (χ2 (1) = 47.42)、「⑦挨拶などの礼儀J (χ2 (1) = 34.83)、「⑧主訴を理解す
るJ (χ2 (1) = 52.04)、「⑨責任感のある冷静な判断J (χ2 (1) = 36.80)、「⑩共通的理解や
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養護教諭養成謀程本科(1年生 72人、2年生 66人、合計 138人)
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χ2検定を、 4件法の f4:当てはまる」と、それ以外の f3:やや当てはまる」、 f2:あま
り当てはまらない」、 f1:当てはまらないJ)において行った。幼稚園教諭養成課程では、「①
憧れたから (χ2(1) = 18.36)、「②評価J(χ2 (1) = 69.03)、「③仕事内容への興味関心J
(χ2 (1) = 11.73)、「④保育現場で働きたいJ(χ2 (1) = 12.65)、「⑤気持ちを理解し支えた
いJ(χ2 (1) = 12.10)、「⑦気持ちを理解するのが得意J(χ2 (1) = 13.23)、「⑧保育や福祉
への興味J(χ2 (1) = 6.69)、「⑨好きになれなかったからJ(χ2 (1) = 78.07)、「⑩給与の
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χ2検定を、 4件法の f4:重視する」と、それ以外の f3:やや重視する」、 f2:あまり重
視しない」、 f1:重視しないJ)において行った。幼稚園教諭養成課程では、「②健康に関する
ことJ(χ2 (1) = 6.92)、「④コミュニケーションJ(χ2 (1) = 56.92)、「⑥個人情報の管理」
(χ2 (1) = 14.85)， f⑦安全点検や情報収集J(χ2 (1) = 16.25)、「⑩雰囲気のいい保育施設
づくりJ(χ2 (1)ニ 29.60)において、 p<O.Olで有意であった。また「①保育カウンセリン











χ2検定を、 4件法の f4:大切にする」と、それ以外の f3:やや大切にする」、 f2:あま
り大切にしない」、 f1:大切にしないJ)において行った。幼稚園教諭養成課程では、「①コミュ
ニケーション能力J(χ2 (1) = 34.03)、「②関係機関との連携J(χ2 (1) = 36.91)、「③愛情
と優しさJ(χ2 (1) = 72.94)、「④プライパシーの保護J(χ2 (1) = 9.50)、「⑤平等な対応J
(χ2 (1) = 69.96)、「⑥自己管理J(χ2 (1) = 42.78)、「⑦挨拶などの礼儀J(χ2 (1)ニ56.01)、
「⑧主訴を理解するJ(χ2 (1) = 28.84)、「⑨責任感のある冷静な判断J(χ2 (1) = 15.70)、「⑩
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What is the core image when aspiring for the occupation requiring 
personal support power in connection with children and humans? 
Himiko OZA W A ，Emiri UEHARA 
Kyushu Women's Junior College DepartInent of Childhood Care and Education 
1-1 Jiyugaoka， Yahatanishi-ku， Kitakyushu-shi， Fukuoka， 807-8586， Japan 
Abstract 
In recent years， more special personal support power has been demanded in血.efields 
of education， medical treatment and welfare， related to the growth and development of 
children and humans. In considering the way of development of personal support 
power， itis very important to know the work values of the student aspiring for such 
career. Here， we focused on仕leroles of teachers in charge of health education and 
kindergarten teachers. 
The purpose is to identify the characteristics of血ework values of仕lestudents， and 
to examine由ecore image of出ejob supporting the grow血 anddevelopment of 
children and humans. Those surveyed are 354 junior college students composed of 194 
students in the teacher-in-ch町ge勺f-heal血-educationtraining course (survey 1)， and 
160 students in the kindergarten teacher training course (survey 2). We conducted the 
surveys using Questionnaire forms for every major and grade. The posture that places 
emphasis on communication with children was shown in the students in both courses， 
and considered to affect出ecore image. Moreover， in仕lestudents of the teacher-in-
charge-of-health-education course， the posture to understood children' s feelings 
positively was suggested As for students aspiring for a teacher of kindergarten， which 
takes a class teacher system，仕leinterest in the whole job and the interest in the 
communication method were suggested It is血oughtthat these features are reflecting 
the characteristics of the role in each place-of-work group. 
Key words : Personal assistance， Work values， Teacher in charge of health， Kindergarten 
teacher， Core image 
